
小児の非けいれん性てんかん重積状態

非けいれん性てんかん重積状態（nonconvulsive status 
epilepticus；NCSE）は診断が難しいことが多く見過ご
されやすい．また成人と小児では相違点がある1-4）．
本稿では小児の NCSE について概説し，小児期に
NCSE を起こしやすいてんかんや疾患について取り上
げる．

NCSE の定義

Epilepsy Research Foundation のワークショップ
（2004）では「脳波上の発作活動に伴い，非けいれん性
のさまざまな臨床発作症状が長時間続く状態」と定義
された5）．持続時間は 30 分以上とされている．

小児の NCSE の分類

発作型から全般発作の NCSE と部分（焦点）発作の
NCSE に大別され，それぞれ全般てんかんと局在関連
性（部分）てんかんに認められるが，局在関連性てんか
んで一過性に全般発作の NCSE が出現することがあ
る6，7）．全般発作の NCSE は主に欠神発作重積状態，
部分発作の NCSE は主に複雑部分発作重積状態であ
る．欠神発作重積状態は小児欠神てんかんの定型欠神
発作重積状態と Lennox-Gastaut 症候群などのてんか
ん性脳症や器質的脳障害を有する症例にみられる非定
型欠神重積状態に分けられる．複雑部分発作重積状態
には発作が長時間持続する連続型と意識が回復しない
状態で発作を繰り返す反復型がある．複雑部分発作重
積状態はどの焦点からも起こり得る．成人では反復型
を特徴とする側頭葉てんかん起源のものがよく研究さ
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